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 むかしむかしのそのまたむかし、人間がこのちきゅう

上にあらわれる前のお話です。そのころは、このちきゅ

うはしぜんゆたかで、どうぶつたちや魚たちの楽園で

した。 クジラのショウちゃんは、ゆたかな海で生まれ、大す

きなお父さん、お母さん、友だち、そして、多くのなか

まとともに、楽しくくらしていました。 

ショウちゃんは、このしぜんゆたかな海が大すきで、

いつもおさん歩に出かけていました。数千びきの小魚のむれ、見たことのないようなふしぎな形をした生き

もの、とってもきれいでうっとりするような魚たち、海のそこでゆらめく数え切れないほどの海草、そのたく

さんの生きものとの出会いが、ショウちゃんにとって何よりのよろこびでした。 

海のさん歩からもどったショウちゃんは、お友だちのノブちゃんと出会いました。 

「ショウちゃん、また海のおさん歩に行っていたの。」 

「うん、だってぼく、いろいろなお魚さんたちにあったり、お話ししたりするのが楽しいんだもん。」 

「本当にショウちゃんは、この海が大すきなのね。」 

「ノブちゃんもいっしょに行こうよ。本当にたくさんの生きものが、この海にはいるんだよ。」 

「うん、行こうか。じつは、わたしも、この海が大すきなんだ。」 

二人とも、この海に生まれてきたことをしあわせに思っていました。 

 
ところが、このしぜんゆたかな海に大へんなことがおこったのです。だんだんと

海の水が引きはじめ、海草はひ上がり、多くの魚がいきたえていったのです。 

「ぼくの大すきだった海が・・・。いのちいっぱいの海が・・・。」 

だけどショウちゃんにはどうすることもできませんでした。一つ一つきえてい

くいのちを見まもることしかできなかったのです。そして、とうとうお友だちの

ノブちゃんも、お母さんもお父さんもみんないなくなってしまい、ショウちゃん

も、水がなくなった海のそこで、一人ぼっちで、よこたわってしまいました。 

「このまま・・・この海も、しのせかいになっちゃう   

のかな・・・。」 

「いやだ。そんなこと・・・、そんなせかいなんて・・・。」 

 ショウちゃんの目から、なみだが一つぶこぼれおち、一つぶのたねの上にお

ちました。そして、そのたねから出てきた小さなめを見ながら、とうとうショ

ウちゃんも力つきていきました。 
 



それから、長い長い時がすぎていきました。ショウちゃんはか石となって、岩の中でねむ

りつづけました。 
どれぐらいの時がたったのでしょう。ねむりつづけるショウちゃ

んに、小さなもの音が聞こえてきました。 

「チュン」「チュンチュンチュン」「ピ・ピ・ピ・ピー」「サヤサヤサヤ・・・」 

「ん・・・。何の音だろう。」 

 ショウちゃんが目をあけると、そこには、一人の男の子が立っていました。 

「クジラくん見いーつけた。」 
 ショウちゃんは、か石をほりに来た一人の男の子にはっ見されたのです。 

 そして、長いねむりからさめたショウちゃんの目の前には、思いもかけなかった光けいが広がって

いました。そこは、たくさんの生きものにかこまれた緑ゆたかな森だったのです。長い年月がたって、

海の生きものたちが土にかえり、そしてえいようとなり、新しいいのちに生まれかわったのです。ひ

上がった海に草がはえ木がしげり、そして、たくさんの

虫や鳥、どうぶつたちが生き生きとこの森をかけ回るよ

うになったのです。
 

「あのしんだ海が、こんなゆたかな森に・・・。」 

「草がはえている。木がしげっている。鳥がとんでいる。どう

ぶつたちがかけ回っている。歌声が聞こえる。わらい声が聞

こえる。みんな生きている。みんな生きているんだ。」 

「ノブちゃん、お母さん、お父さん、見てごらん。ぼくたちの

海が、こんなみどりゆたかで、どうぶついっぱいの森に生まれ

かわったんだよ。」 

 ショウちゃんは、とってもとってもうれしくなって、今この森をかけ回っているどうぶつや草や木たちに、そ

してむかしの海のなかまたちにとどくように、大きな声でよびかけました。 

「ありがとう、みんな。」 
そして、あたたかい目で、いつまでもこの森を見つづけていました。 
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